
(57)【要約】

【課題】シート状基材の要所の折り曲げで形成されると

共に、組み立てが容易で、且つ十分な緩衝機能を持った

紙製緩衝体を提供する。

【解決手段】シート状基材の要所を折り曲げて緩衝体本

体１を組立て、その底面側の差込溝に補強体２，３を差

込み嵌合することで、緩衝体本体１の組み立て状態が維

持されると共に、緩衝体本体１の上下方向及び左右方向

の補強を行い、且つ緩衝機能の向上が図れる。
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【実用新案登録請求の範囲】

【請求項１】紙製板材からなる一枚のシート状基材の要

所の折り曲げにより製品嵌合凹部を有する略ケース形状

に組立てられる緩衝体本体と、紙製板材からなり前記緩

衝体本体の底面側に嵌合して、緩衝体本体の組み立て状

態の維持と補強を行う所要数の補強体とからなる紙製緩

衝体であって、

上記緩衝体本体は少なくとも、底壁と、該底壁の左右側

縁から立上がる左右の内壁と、該左右の内壁の上縁から

下方へ折れ曲がり下縁が底壁より下方に延出する左右の

外壁とを有し、前記底壁と左右の内壁で囲まれる空間を

製品嵌合凹部とすると共に、前記左右の外壁における底

壁下方へ延出する延出面部の間を緩衝空間とし、さらに

緩衝体本体は、前記左右の延出面部に、補強体が差込ま

れる差込溝を、緩衝体本体の前後方向の両端側と中間部

分に適宜数設けてあり、

上記補強体は、紙製板材をほぼ中央で折り曲げて一方の

面板と他方の面板が折り重なる二枚板形状とすると共

に、その折線側を上縁として上記何れかの差込溝に差込

んだ状態で、緩衝体本体の左右外壁の外側に突出する張

出し面部と、緩衝体本体の左右外壁の間に配設される支

持面部を有するよう形成した紙製緩衝体。

【請求項２】上記補強体における一方の面板の左右張出

し面部に、切線と折線で形成され略三角形状に立上がる

切起し面部を備え、それら左右の切起し面部は、緩衝体

本体の左右外壁に当接して緩衝体本体の左右方向の補強

を図ると共に、補強体における左右の張出し面部の倒れ

を防止するよう形成した請求項１記載の紙製緩衝体。

【請求項３】上記一方の面板の左右張出し面部に設けた

切起し面部の幅が、他方の面板の左右張出し面部とほぼ

同幅又は該張出し面部より小幅になるよう形成した請求

項２記載の紙製緩衝体。

【請求項４】緩衝体本体の前後方向中間部分に差込まれ

る補強体は、上記支持面部が緩衝体本体の底壁を支持す

るよう形成し、緩衝体本体の前後方向両端側に差込まれ

る補強体は、上記支持面部が緩衝体本体の左右外壁と左

右内壁の間に配設されて緩衝体本体の前壁面又は後壁面

となるよう形成し、

さらにそれら補強体は、切起し面部の立ち上がり方向

が、緩衝体本体の前後方向に対し内向き又は外向きにな

るよう任意に選択して緩衝体本体に嵌合される請求項２

又は３記載の紙製緩衝体。

【請求項５】紙製板材からなる一枚のシート状基材の要

所の折り曲げにより製品嵌合凹部を有する略ケース形状

に組立てられる紙製緩衝体であって、

少なくとも、底壁と、該底壁の左右側縁から立上がる左

右の内壁と、該左右の内壁の上縁から下方へ折れ曲がり

下縁が底壁より下方に延出する左右の外壁とを有し、前

記底壁と左右の内壁で囲まれる空間を製品嵌合凹部とす

ると共に、

一方の外壁における底壁下方の延出面部に、切線と折線

で形成され他方の外壁に向けて折れ曲がる折曲面部を設

けると共に、他方の外壁又は底壁に、前記折曲面部の折

り曲げ状態を保持する係合部を形成し、前記折曲面部に

より底壁下側の緩衝機能を得るよう形成した紙製緩衝

体。

【図面の簡単な説明】

【図１】緩衝体本体の展開状態を示す斜視図。

【図２】補強体の展開状態を示す斜視図。

【図３】紙製緩衝体の組立て状態を示す斜視図。

【図４】補強体の変形例を示す斜視図。

【図５】紙製緩衝体の組立て状態を示す平面図。

【図６】紙製緩衝体の展開状態を示す斜視図。

【図７】紙製緩衝体の組立て状態を示す斜視図。

【符号の説明】

イ，イ＇:シート状基材

１，１＇：緩衝体本体

１０：底壁

１１，１２：内壁

１３，１４：外壁

１７ａ，１７ｂ，１８ａ，１８ｂ，１９ａ，１９ｂ：差

込溝

３０：製品嵌合凹部

ロ，ハ：基材

２，３，２＇，３＇，６０：補強体

４２，４３，５５：面板

４５，５４：張出し面部

４６，５５：支持面部

４４，５３：切起し面部

４２，４３：切欠き部

７３：折曲面部

８０：係合溝（係合部）
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【図１】 【図２】

【図３】

【図６】
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【図４】 【図５】

【図７】
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【考案の詳細な説明】

　　【０００１】

　【考案の属する技術分野】

　本考案は例えばノートパソコン，パソコン用プリンタ，液晶タイプの薄型モニ

タ等の電子応用機器やＡＶ機器、その他各種の製品を梱包する際に用いる製品保

護用の紙製緩衝体に関し、詳しくは、段ボール等の紙製板材からなるシート状基

材を折り曲げて組み立てる紙製緩衝体に関する。

　　【０００２】

　【従来の技術】

　段ボール製梱包箱等に梱包するノートパソコンや液晶モニタなどの製品（被梱

包物）を保護するための緩衝体として、従来ではウレタンフォームや発泡スチロ

ール製の樹脂製緩衝体が用いられていたが、近年では廃棄後の処理が難しく環境

に対する悪影響が懸念され、使用を制限する方向にある。

　　【０００３】

　このような樹脂製緩衝体の代替品として近年、段ボール等の紙製板材からなる

紙製緩衝体が各種提案されている。紙製緩衝体は、紙製板材からなる一枚のシー

ト状基材の要所の折り曲げにより、製品嵌合凹部を有する略ケース形状に組立て

られるものである。

　　【０００４】

　【考案が解決しようとする課題】

　従来の紙製緩衝体は、樹脂製緩衝体と同程度の緩衝機能を得るべく、シート状

基材を複雑に折り曲げて製品嵌合凹部の下側及び左右両側に緩衝空間を形成する

ようになっており、組立てが面倒であると共に、紙製板材の使用量が多くなり、

コスト高になる虞れがあった。

　組立て作業の簡略化やコスト低減のために、シート状基材の折り曲げを構造を

簡素化したり紙製板材の使用量を少なくすると、所望の緩衝機能が得らなくなる

虞れがあり、この点に改良の余地を残していた。

　　【０００５】

　本考案はこのような従来事情に鑑みなされたもので、その目的とする処は、シ
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ート状基材の要所の折り曲げで形成されると共に、組み立てが容易で、且つ十分

な緩衝機能を持った紙製緩衝体を提供することにある。

　　【０００６】

　【課題を解決するための手段】

　上述の目的を達成するために本考案の請求項１に係る紙製緩衝体は、一枚のシ

ート状基材の折り曲げにより製品嵌合凹部を有する略ケース形状に組立てられる

緩衝体本体と、紙製板材からなり緩衝体本体の底面側に嵌合して緩衝体本体の組

み立て状態の維持と補強を行う所要数の補強体とからなり、緩衝体本体は、底壁

と、該底壁の左右側縁から立上がる左右の内壁と、該左右の内壁の上縁から下方

へ折れ曲がり下縁が底壁より下方に延出する左右の外壁を有し、底壁と左右の内

壁で囲まれる空間を製品嵌合凹部とし、左右の外壁における底壁下方へ延出する

延出面部の間を緩衝空間とする。さらに緩衝体本体は、前記左右の延出面部に、

補強体が差込まれる差込溝を、緩衝体本体の前後方向の両端側と中間部分に適宜

数設けてある。且つ上記補強体は、紙製板材をほぼ中央で折り曲げて一方の面板

と他方の面板が折り重なる二枚板形状とすると共に、その折線側を上縁として上

記何れかの差込溝に差込んだ状態で、緩衝体本体の左右外壁の外側に突出する張

出し面部と、緩衝体本体の左右外壁の間に配設される支持面部を有するよう形成

したことを要旨とする。

　　【０００７】

　請求項１の構成によれば、シート状基材の要所を折り曲げて緩衝体本体を組立

て、この緩衝体本体の底面側の差込溝に補強体を差込み嵌合することで、緩衝体

本体の組み立て状態を維持すると共に、各補強体により、緩衝体本体の上下方向

及び左右方向の補強を行い、且つ緩衝機能の向上が図れる。

　補強体の数は特に限定されないが、緩衝体本体の組み立て状態の維持、補強、

緩衝機能向上という観点から見れば、少なくとも緩衝体本体の前後方向両端部分

に一個宛の計二個配することが良く、さらに緩衝体本体の前後方向中間部分には

、梱包する製品の強度に応じた緩衝機能を得るべく、適宜数（零個又は一個以上

）の補強体を配する。

　換言すれば、補強体を配する位置及び数は、梱包する製品の大きさ、重量、強
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度、形状などに応じて適宜選択することが可能であり、これにより、紙製緩衝体

における緩衝機能や強度を適宜に調整することが出来る。

　　【０００８】

　本考案の請求項２では、請求項１の補強体における一方の面板の左右張出し面

部に、切線と折線で形成され略三角形状に立上がる切起し面部を備え、それら左

右の切起し面部は、緩衝体本体の左右外壁に当接して緩衝体本体の左右方向の補

強を図ると共に、補強体における左右の張出し面部の倒れを防止するよう形成し

たことを要旨とする。

　　【０００９】

　請求項２の構成によれば、補強体に設けた切起し面部が、製品嵌合凹部の左右

両側に突出する左右の張出し面部による緩衝機能を向上させると共に、それら張

出し面部の強度を向上させる。

　　【００１０】

　本考案の請求項３では、請求項２において、一方の面板の左右張出し面部に設

けた切起し面部の幅が、他方の面板の左右張出し面部とほぼ同幅又は該張出し面

部より小幅になるよう形成したことを要旨とする。

　　【００１１】

　請求項３の構成によれば、一方の面板の左右張出し面部に設けた切起し面部の

幅が、他方の面板の左右張出し面部とほぼ同幅である場合は、左右の張出し面部

による緩衝機能の向上効果とそれら張出し面部の強度の向上効果が高い。一方、

前記切起し面部の幅が、他方の面板の左右張出し面部より小幅である場合は、前

記緩衝機能の向上効果及び強度の向上効果が、ほぼ同幅である場合より低くなる

。

　すなわち、前記切起し面部の幅は、梱包する製品の大きさ、重量、強度、形状

などに応じて適宜選択することが可能であり、これにより、紙製緩衝体における

緩衝機能や強度を適宜に調整することが出来る。

　　【００１２】

　本考案の請求項４では、請求項２又は３において、緩衝体本体の前後方向中間

部分に差込まれる補強体は、上記支持面部が緩衝体本体の底壁を支持するよう形
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成し、緩衝体本体の前後方向両端側に差込まれる補強体は、上記支持面部が緩衝

体本体の左右外壁と左右内壁の間に配設されて緩衝体本体の前壁面又は後壁面と

なるよう形成し、さらにそれら補強体は、切起し面部の立ち上がり方向が、緩衝

体本体の前後方向に対し内向き又は外向きになるよう任意に選択して緩衝体本体

に嵌合されるものとしたことを要旨とする。

　　【００１３】

　請求項４の構成によれば、緩衝体本体の前後方向中間部分に差込まれる補強体

が、緩衝体本体の上下方向の強度向上に寄与し、緩衝体本体の前後方向両端側に

差込まれる補強体が、緩衝体本体の前後方向の強度向上に寄与する。また夫々の

補強体における切起し面部の立ち上がり方向を任意に選択することで、紙製緩衝

体における緩衝機能や強度を適宜に調整することが出来る。例えば、梱包する製

品が重量物である場合は、前後両端の補強体における切起し面部の立ち上がり方

向を内向きとし、各切起し面部を製品の嵌合範囲内に位置させると良く、梱包す

る製品が軽量物である場合は、前後両端の補強体における切起し面部の立ち上が

り方向を外向きとし、各切起し面部を製品の嵌合範囲外に位置させると良い。

　　【００１４】

　本考案の請求項５に係る紙製緩衝体は、紙製板材からなる一枚のシート状基材

の要所の折り曲げにより製品嵌合凹部を有する略ケース形状に組立てられるもの

であって、少なくとも、底壁と、該底壁の左右側縁から立上がる左右の内壁と、

該左右の内壁の上縁から下方へ折れ曲がり下縁が底壁より下方に延出する左右の

外壁とを有し、前記底壁と左右の内壁で囲まれる空間を製品嵌合凹部とすると共

に、一方の外壁における底壁下方の延出面部に、切線と折線で形成され他方の外

壁に向けて折れ曲がる折曲面部を設けると共に、他方の外壁又は底壁に、前記折

曲面部の折り曲げ状態を保持する係合部を形成し、前記折曲面部により底壁下側

の緩衝機能を得るよう形成したことを要旨とする。

　　【００１５】

　請求項５の構成によれば、シート状基材の要所を折り曲げて緩衝体本体を組立

て、折曲面部を折り曲げると共に係合部によりその折り曲げ状態を保持すること

で、緩衝体本体の底面側の補強と緩衝機能の向上が図れる。
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　折曲面部の数は特に限定されないが、緩衝体本体の補強、緩衝機能向上という

観点から見れば、少なくとも緩衝体本体の前後方向中間部分に一個配置されるよ

う設けるか、又は緩衝体本体の前後方向両側に一個宛の計二個配置されるよう設

けると良い。

　折曲面部の数と設ける位置は、梱包する製品の大きさ、重量、強度、形状など

に応じて適宜選択することが可能であり、これにより、紙製緩衝体における緩衝

機能や強度を適宜に調整することが出来る。

　係合部の数と設ける位置は、折曲面部に対応させることは云うまでもない。

　　【００１６】

　尚、本考案に係る紙製緩衝体の緩衝体本体及び補強体は、この種技術分野で周

知な紙製板材を基材として作製されるが、該紙製板材としては通常、積層段ボー

ルが用いられる。

　　【００１７】

　【考案の実施の形態】

　以下、本考案の実施の形態の例を図面を参照して説明する。

　図１～図５は請求項１～４に係る紙製緩衝体の一例を示し、図１～２中、イは

緩衝体本体１を形成するためのシート状基材、ロ，ハは補強体２，３を形成する

ための基材である。

　シート状基材イ、基材ロ，ハは、この種分野において周知な紙製板材、本例で

は積層段ボールを所要形状に型抜きし、且つ所定箇所に谷折り又は山折りとなる

折線を形成し、さらに必要に応じて切線を形成したもので、これら基材イ，ロ，

ハの要所の折り曲げにより、図３に示す緩衝体本体１、補強体２，３が形成され

る。

　　【００１８】

　以下、まず緩衝体本体１について説明すれば、緩衝体本体１はシート状基材イ

からなる。

　シート状基材イは図１に示すように、底壁１０を中心として、底壁１０の左右

一方の側縁から折れ曲がる内壁１１と、他方の側縁から折れ曲がる内壁１２と、

内壁１１の外縁から折れ曲がる外壁１３と、内壁１２の外縁から折れ曲がる外壁
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１４を、夫々折線２０，２１を介して連設状に形成してなる。

　　【００１９】

　底壁１０の前後方向端部１５，１６は切溝２２により底壁１０から分離し、こ

れら端部１５，１６は中央部位と左右の折線２３，２４で内側へ略Ｖ字形に折り

曲げ可能に形成する。

　　【００２０】

　外壁１３，１４はその高さ寸法が、内壁１１，１２の高さ寸法より大きくなる

よう形成し、緩衝体本体１を組立てた際に、外壁１３，１４の下縁が底壁１０よ

り下方に延出するようにする。

　　【００２１】

　また外壁１３，１４には、差込溝１７ａ，１７ｂ、１８ａ，１８ｂ、１９ａ，

１９ｂを、左右対称位置に形成する。

　差込溝１７ａ，１７ｂは、緩衝体本体１の前後方向中央部分に、底壁１０下方

に延出する延出面部１３ａ，１４ａの高さに相当する領域に形成する。

　差込溝１８ａ，１８ｂ、１９ａ，１９ｂは、緩衝体本体１の前後方向両端に、

底壁１０下方に延出する延出面部１３ａ，１４ａの高さに相当する領域よりも高

くなるよう形成する。

　　【００２２】

　このようなシート状基材イを各折線で所要方向へ折り曲げて、緩衝体本体１を

組立てる。

　緩衝体本体１は、底壁１０、該底壁１０の左右側縁から立上がる左右の内壁１

１，１２、該左右の内壁１１，１２の上縁から下方へ折れ曲がる左右の外壁１３

，１４を有すると共に、底壁１０と左右の内壁１１，１２で囲まれる空間を製品

嵌合凹部３０とする略ケース形状に形成される。

　また緩衝体本体１は、左右の外壁１３，１４における底壁下方へ延出する延出

面部１３ａ，１４ａの間を緩衝空間３１とし、さらに左右の外壁１３，１４に、

補強体２，３が差込まれる差込溝１７ａ，１７ｂ、１８ａ，１８ｂ、１９ａ，１

９ｂを、緩衝体本体の前後方向の両端側と中間部分に備える。

　　【００２３】
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　底壁１０の前後端部１５，１６は前述のように略Ｖ字形に折り曲げ、該Ｖ字形

折り曲げ部分と、内壁１１，１２の前後端部とで、製品嵌合凹部３０の前後両側

に、略Ｍ字形の補強部３２，３３を形成する。

　　【００２４】

　次に補強体について説明すれば、補強体２は基材ロから、補強体３は基材ハか

らなる。

　　【００２５】

　基材ロは図２（ａ）に示すように、折線４０，４１に沿って折り曲げることで

相互に重なる一方の面板４２と他方の面板４３からなる。

　これら面板４２，４３は、折線４０，４１側を上縁として差込溝１８ａ，１８

ｂ又は１９ａ，１９ｂに差込んだ際、緩衝体本体１の外壁１３，１４の外側に突

出する張出し面部４４，４５と、緩衝体本体１の外壁１３，１４の間に配設され

る支持面部４６を有する。

　　【００２６】

　面板４２の左右の張出し面部４４は、切線により所要幅に裁断されると共に折

線４７，４８により略三角形状に立上がるよう形成した切起し面部で構成し、そ

れら左右の切起し面部４４は、緩衝体本体１の外壁１３，１４に当接して緩衝体

本体１の左右方向の補強を図ると共に、補強体２における左右の張出し面部４４

，４５の倒れを防止する。

　　【００２７】

　本例では、左右の切起し面部４４の幅は、他方の面板４３の左右の張出し面部

４５より小幅になるよう形成し、緩衝体本体１の左右方向の強度を所望程度に低

減し、製品100が軽量物である場合に対応している。

　また支持面部４６は、緩衝体本体１の外壁１３，１４と内壁１１，１２の間に

配設されて緩衝体本体１の前壁面又は後壁面となるよう形成する。支持面部４６

の折線４０側になる上縁部４６ａは上記切溝２２に差込可能に形成する。

　　【００２８】

　基材ハは図２（ｂ）に示すように、折線５０に沿って折り曲げることで相互に

重なる一方の面板５１と他方の面板５２からなる。
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　これら面板５１，５２は、折線５０側を上縁として差込溝１７ａ，１７ｂに差

込んだ際、緩衝体本体１の外壁１３，１４の外側に突出する張出し面部５３，５

４と、緩衝体本体１の外壁１３，１４の間に配設される支持面部５５を有する。

　　【００２９】

　面板５１の左右の張出し面部５３は、切線により所要幅に裁断されると共に折

線５６，５７により略三角形状に立上がるよう形成した切起し面部で構成し、そ

れら左右の切起し面部５３は、緩衝体本体１の外壁１３，１４に当接して緩衝体

本体１の左右方向の補強を図ると共に、補強体３における左右の張出し面部５３

，５４の倒れを防止する。

　　【００３０】

　本例では、左右の切起し面部５３の幅は、他方の面板５２の左右の張出し面部

５４より小幅になるよう形成し、緩衝体本体１の左右方向の強度を所望程度に低

減し、製品100が軽量物である場合に対応している。

　また支持面部５５は、緩衝体本体１の外壁１３，１４と底壁１０の間に配設さ

れて緩衝体本体１の底壁１０を支持し得るよう形成する。

　　【００３１】

　このような基材ロ，ハを折線４０，４１、５０で折り曲げて、二重板状の補強

体２，３を組立てる。

　　【００３２】

　補強体２は緩衝体本体１の差込溝１８ａ，１８ｂと１９ａ，１９ｂに差込まれ

、補強体３は緩衝体本体１の差込溝１５ａ，１５ｂに差込まれ、夫々緩衝体本体

１の底面側に嵌合して、緩衝体本体１の組み立て状態を維持すると共に、緩衝体

本体１の緩衝機能，耐久性，強度の向上などに寄与する。

　　【００３３】

　尚、本例においては、補強体２は緩衝体本体１の前後方向両端に配するために

二個用い、補強体３は緩衝体本体１の前後方向ほぼ中心部に配するために一個用

いる。

　　【００３４】

　以上説明した緩衝体本体１と補強体２，３からなる本例の紙製緩衝体は、図３
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に示すように、緩衝体本体１の前後両端に補強体２，２を差し込み、中心部に補

強体３を差込んで組立てる。

　そして、緩衝空間３１と、補強体２，３の支持面部４６，５５による緩衝機能

により、製品嵌合凹部３０に嵌合する製品100の上下方向の緩衝がなされ、補強

体２，３の左右の張出し面部４４，４５，５３，５４による緩衝機能により、製

品嵌合凹部３０に嵌合する製品100の左右方向の緩衝がなされる。また、補強体

２，２の支持面部４６と、略Ｍ字形の補強部３２，３２により、製品嵌合凹部３

０の前後両側の緩衝がなされる。

　さらに補強体２，３と補強部３２により、紙製緩衝体の耐久性や強度等の向上

が図れる。

　　【００３５】

　処で、図３においては、緩衝体本体１の前後両端に差込む補強体２，２は、切

起し面部４４の立ち上がり方向が緩衝体本体１の前後方向に対し外向きになるよ

うにし、各切起し面部４４を製品嵌合凹部３０から外れた箇所に位置させている

。この場合、製品嵌合凹部３０に対する切起し面部４４による補強効果が低減さ

れ、梱包する製品100が軽量物である場合に好ましい（図５の(ａ)参照）。

　　【００３６】

　一方、梱包する製品100が重量物である場合は、図４に示すように、補強体２

，２は、切起し面部４４の立ち上がり方向が緩衝体本体１の前後方向に対し内向

きになるようにし、各切起し面部４４を製品嵌合凹部３０の範囲内に位置させ、

製品嵌合凹部３０に対する切起し面部４４による補強効果が寄与するようにする

と良い（図５の(ｂ)参照）。

　　【００３７】

　また、図４中に示す補強体２＇は、左右の切起し面部４４＇の幅が、他方の面

板４３の左右の張出し面部４５とほぼ同幅になるよう形成している。この場合、

左右の切起し面部４４＇と左右の張出し面部４５による緩衝機能と強度が向上し

、梱包する製品100が重量物である場合に好ましい。尚、この場合、図５の(ｃ)

に示すように、緩衝体本体１の前後両端に差込む補強体２＇，２＇と中心に差込

む補強体３＇の切起し面部４４＇，５３＇を同様に形成することは云うまでもな
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い。

　　【００３８】

　次に、請求項５に係る紙製緩衝体の一例を図６及び図７を参照して説明する。

この紙製緩衝体は、緩衝体本体１＇と補強体６０，６０からなり、緩衝体本体１

＇はシート状基材イ＇で形成される。

　緩衝体本体１＇は上述の緩衝体本体１と、シート状基材イ＇は上述のシート状

基材イと基本的な構成が同じであり、同様の構成部分は図中に上記と同じ符号を

付して重複する説明を省略し、相違点について以下に述べる。

　　【００３９】

　外壁１４における延出面部１４ａには、切線７０，７１と折線７２，７２で形

成される左右の折曲面部７３，７３が形成される。

　それら折曲面部７３は折線７２に沿って外壁１３に向けて折り曲げることで、

底壁１０の下方に位置する。

　また外壁１３における延出面部１３ａには、折曲面部７３を折り曲げることで

形成される延出面部１４ａの空隙１４ｂに対応させて空隙１３ｂを形成する。

　　【００４０】

　底壁１０には、前記折曲面部７３の折り曲げ状態を保持する係合部を、夫々の

折曲面部７３に対応させて二箇所に形成する。

　この例の係合部は、底壁１０に切線７５，７６を設けて形成される切起し片７

７と、前記空隙１３ｂの側縁１３ｃとの間に形成される係合溝８０で構成し、折

曲面部７３の先端側をその係合溝８０に差込んでその折り曲げ状態を維持するよ

うにする。

　これにより、折曲面部７３，７３が底壁１０を支える支持板として機能し、製

品嵌合凹部３０における上下方向の緩衝機能が得られる。

　　【００４１】

　またこの例の補強体６０は、前述した補強体３を簡素にした構造のもので、折

線６１に沿って折り曲げることで相互に重なる一方の面板６２と他方の面板６３

からなる。これら面板６２，６３は、折線６１側を上縁として差込溝１８ａ，１

８ｂ又は１９ａ，１９ｂに差込んだ際、外壁１３，１４の外側に突出する張出し
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面部６４，６４と、外壁１３，１４と底壁１０の間に配設される支持面部６５を

有する。

　　【００４２】

　この例の紙製緩衝体は、梱包する製品が軽量物であって、紙製緩衝体の緩衝機

能や強度が高すぎると好ましくない場合に好適である。

　　【００４３】

　以上、本考案に係る紙製緩衝体の二例を説明したが、本考案は図示する構造に

限定されるものではなく、請求項１～５に記載される技術的思想の範囲内におい

て、種々の変更が可能であることは云うまでもない。

　　【００４４】

　【考案の効果】

　本考案は以上説明したように構成したので、下記の効果を有する。

（請求項１）

　紙製板材の要所の折り曲げにより緩衝体本体を組立てると共に補強体を所定箇

所に差込むだけの簡単な作業で組立てでき、また補強体により所望の緩衝機能，

耐久性，強度等が得られるので、緩衝体本体及び補強体は組立て容易な簡素な構

造のものとし得、従来の紙製緩衝体に比べ紙製板材の使用量が少なくて済み、低

コストで作製が可能である。

　また、補強体数の増減で前記緩衝機能，耐久性，強度等の調整が図れるなどの

効果を有する。

　　【００４５】

（請求項２）

　補強体に設けた切起し面部により、緩衝機能，耐久性，強度等のさらなる向上

が図れる。

　　【００４６】

（請求項３）

　切起し面部の寸法を適宜に変更することで、緩衝機能や強度を、梱包する製品

の大きさ，重量，強度，形状などに応じて適宜に設定することが出来る。

　　【００４７】
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（請求項４）

　補強体の支持面部により、緩衝体の上下方向や左右方向の強度が向上される。

また、夫々の補強体における切起し面部の立ち上がり方向を適宜に選択すること

で、緩衝機能や強度を、梱包する製品の大きさ，重量，強度，形状などに応じて

適宜に設定することが出来る。

　　【００４８】

（請求項５）

　紙製板材の要所の折り曲げにより緩衝体本体を組立てると共に折曲面部を折り

曲げて係合部に係合するだけの簡単な作業で組立てでき、また折曲面部により所

望の緩衝機能，耐久性，強度等が得られるので、緩衝体本体は組立て容易な簡素

な構造のものとし得、従来の紙製緩衝体に比べ紙製板材の使用量が少なくて済み

、低コストで作製が可能である。また、折曲面部の増減で前記緩衝機能，耐久性

，強度等の調整が図れるなどの効果を有する。


